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Ⅰ 令和７年度企業版ふるさと納税の実績について 

 
1. 地域再生計画の名称 

第２期阪南市まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

2. 寄附の対象となった事業 

  ・ 結婚・出産の希望を叶え、ワークライフバランスを保ち、こどもも親も成長できる・育ちあ 

   う子育てを実現する事業 

・産業を創出・発展させ、地域雇用とつなげる事業 

・里海・里山に関わり、訪れ、住みたくなる魅力をつくり、国内外の交流・関係人口を生み出

す事業 

・安全・安心・健康にそれぞれが生涯活躍し、住み続けたくなるまちづくりに取り組む事業 

 

3. 寄附の詳細 

累計 15件 計 16,119,500円 

企業名（敬称略・寄附受領日順） 寄附事業名 

コガソフトウェア株式会社 里海・里山に関わり、訪れ、住みたくなる魅力をつくり、

国内外の交流・関係人口を生み出す事業 

山形開発工業株式会社 里海・里山に関わり、訪れ、住みたくなる魅力をつくり、

国内外の交流・関係人口を生み出す事業 

観光振興対策事業（産業を創出・発展させ、地域雇用と

つなげる事業） 

株式会社アレシア 里海・里山に関わり、訪れ、住みたくなる魅力をつくり、

国内外の交流・関係人口を生み出す事業 

エレコム株式会社 安全・安心・健康にそれぞれが生涯活躍し、住み続けたく

なるまちづくりに取り組む事業 

株式会社アイモバイル 結婚・出産の希望を叶え、ワークライフバランスを保ち、

こどもも親も成長できる・育ちあう子育てを実現する事

業 

社会医療法人生長会 安全・安心・健康にそれぞれが生涯活躍し、住み続けたく

なるまちづくりに取り組む事業 

シエンプレ株式会社 里海・里山に関わり、訪れ、住みたくなる魅力をつくり、

国内外の交流・関係人口を生み出す事業 

株式会社 北海鉄工所 観光振興対策事業（里海・里山に関わり、訪れ、住みたく

なる魅力をつくり、国内外の交流・関係人口を生み出す

事業） 

日本生命保険相互会社 結婚・出産の希望を叶え、ワークライフバランスを保ち、

こどもも親も成長できる・育ちあう子育てを実現する事

業 
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株式会社サウスエージェンシー SDGs 推進事業(里海・里山に関わり、訪れ、住みたくな

る魅力をつくり、国内外の交流・関係人口を生み出す事

業） 

株式会社求人ジャーナル 産業を創出・発展させ、地域雇用とつなげる事業 

TIS株式会社 SDGs 推進事業(里海・里山に関わり、訪れ、住みたくな

る魅力をつくり、国内外の交流・関係人口を生み出す事

業） 

株式会社 Hajimari 結婚・出産の希望を叶え、ワークライフバランスを保ち、

こどもも親も成長できる・育ちあう子育てを実現する事

業 
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Ⅱ 寄附活用事業について 
1.   結婚・出産の希望を叶え、ワークライフバランスを保ち、こどもも親も成長できる・育ち 

あう子育てを実現する事業 

 

・ひとり親家庭支援事業費 

（事業概要） 

本事業では、ひとり親家庭の子どもたちにクリスマスに家族でケーキを囲む「心に残るひと

とき」を届けるため、地元の洋菓子店と協働しクリスマスケーキを贈るプロジェクトを実施しま

した。 

ひとり親家庭の支援は全国的にも重要な課題ですが、経済的に厳しい状況の中でも、「子ど

もたちに季節の喜びやあたたかい時間を感じてほしい」、そんな思いから始まった取組です。 

令和７年度は、２００世帯のひとり親家庭にクリスマスケーキをお届けすることで、寄附者の

想いを直接「子どもたちの笑顔」に変えることができました。 

 

（写真）お届けしたケーキとご家庭からのお声 
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・公園維持管理事業費 

（事業概要） 

 本事業では、市民や子どもたちが安全・安心に利用できる憩いの場を維持するため、都市公 

園及び児童遊園の適切な維持管理に取り組みました。企業版ふるさと納税によるご支援を活

用し、公園施設の点検や修繕を実施することで、利用者の安全性及び利便性の向上を図ること

ができました。 

 

【令和 7年度 主な実施内容】 

・わんぱく王国給水ポンプ修繕 

・市内都市公園及び児童遊園における遊具・照明設備修繕 

 

これらの取組により、子どもたちが安心して遊べる環境づくりを進めるとともに、市民の皆

様が快適に利用できる公園環境の維持につなげることができました。 

 

（写真）わんぱく王国給水ポンプ 
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2.  産業を創出・発展させ、地域雇用とつなげる事業 

 

・観光振興対策事業費 

（事業概要） 

本事業では、阪南市が有する豊かな自然環境や体験型観光コンテンツ、地域産業、イベント、

特産品などの魅力を広く市内外へ発信するとともに、来訪者の受入環境の整備に取り組みま

した。令和 7年度は、各種イベントや情報発信媒体を活用したプロモーションを実施するととも

に、市内周遊や観光消費の促進につながる受入環境の充実を図りました。 

これらの取組により、阪南市の認知度向上と交流人口の拡大を推進するとともに、「訪れて

みたい」「また訪れたい」と感じていただける魅力あるまちづくりを進めることができました。 

 

（写真）観光振興 PRのようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

 

3. 里海・里山に関わり、訪れ、住みたくなる魅力をつくり、国内外の交流・関係人口を生み出す

事業  

 

・大阪関西万博推進事業費 

（事業概要） 

本事業では、大阪・関西万博において、阪南市が誇る豊かな自然環境や地域産業、観光資源

を国内外へ広く発信するとともに、企業・学校・各種団体と連携した取組を実施しました。 

阪南市と関わりのある企業や学校、団体等が万博への参画や体験プログラムへの参加を通

じて、地域の魅力や SDGs に関する取組を発信しました。また、来場者との交流や情報発信を

通じて、阪南市の認知度向上とイメージアップを図ることができました。 

これらの取組により、阪南市の魅力を国内外へ広く発信するとともに、新たな関係人口・交

流人口の創出につなげることができました。さらに、来場者アンケートにおいても高い満足度

を得ることができ、阪南市への興味・関心の喚起に大きく寄与しました。 

 

（写真）大阪・関西万博のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 6 - 

 

・観光振興対策事業費 

（事業概要） 

本事業では、本市の特産品である「サワラ」の認知度向上及び市の魅力発信を目的として、サ

ワラをモチーフとしたキーホルダーや、イベント等で配布するノベルティグッズ（ポケットティッ

シュ、タオル等）を制作しました。 

制作したグッズは、今後、市内外で開催される各種イベントや PR 活動において活用し、多く

の方々に阪南市や特産品「サワラ」の魅力を発信してまいります。 

これらの取組を通じて、サワラのブランド力向上や阪南市の認知度向上を図るとともに、交

流人口及び関係人口の拡大につなげてまいります。 

 

（写真）ノベルティグッズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 7 - 

 

・SDGs推進事業費 

（事業概要） 

本事業では、本市の自然豊かな里山里海を活かしたカーボンニュートラルの取組を通じて、

様々なステークホルダーと連携し、持続可能で好循環な地域づくりを図るなど、自治体 SDGs 

モデル事業の推進に取り組みました。 

本事業は、関西エアポート株式会社様と本市において「地域と空港の連携により豊かな海洋

環境を創造する」ことをめざすものです。 

大阪湾の藻場面積のおよそ 20％を占める関西空港沿岸域での海藻(カジメ・アカモクなど)

を本市沿岸域に移植することで、減少している海域における藻場の回復、今後の本市沿岸域・

大阪湾での藻場の創造（拡大）により、本市が進めるブルーカーボンの取組のみならず、大阪湾

MOBAリンク構想の一層の推進を図ります。 

 

（写真）海藻を移植するようす 
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・はんなん海の学校事業費 

（事業概要） 

本事業では、海洋教育を地域に根付かせ、身近でできる SDGs の取組を実践する市民を増

やしていくことを目的として、令和 5 年度から令和 7 年度までの 3 年間、市民協働事業提案

制度を活用して実施し、大阪関西万博で成果報告会を開催するなど様々な成果を残すことが

できました。また、数多くのマスコミに「はんなん海の学校」のことが取り上げられ、市民に認知

される機会も増えたことで、「環境保護」「SDGs の実践」「郷土愛」等の気運の醸成にも貢献で

きたものと考えています。このような「はんなん海の学校」の取組は、今ではモデルケースとし

て全国でも注目されるようになってきています。 

大阪関西万博でこれまでの成果報告会をシンポジウム形式で開催し、「未来の海を共に創る」

をテーマに全国の様々な団体や専門家人たちと交流し、自分たちの「未来の海」への考えを発

信してきました。 

今年度より、これまでの参加する側から自分たちが企画運営する側の視点に立った研修や

生徒自主企画イベントの運営等の活動も取り入れ、生徒のステップアップを図ってきました。 

～今年度の生徒自主企画イベント～ 

①「家族で海釣り」   

②「海の学校開発料理お披露目会」 

 

（写真）家族で海釣りのようす 
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４.  安全・安心・健康にそれぞれが生涯活躍し住み続けたくなるまちづくり事業 

・障害者（児）コミュニケーション支援事業費 

（事業概要） 

本事業では、聴覚や視覚に障がいのある方が地域社会とのつながりを持ち、安心して社会参

加できる環境づくりを推進するため、手話通訳者の派遣や点字資料の作成、手話の普及啓発

などに取り組みました。 

阪南市では令和８年４月、「手話は心とこころをつなぐ言語である」との認識に基づき、ろう

者及び手話を使用する者並びに手話への理解の促進、手話の普及など、誰もが安心して心豊

かに暮らすことができる社会の実現をめざして、「阪南市心とこころをつなぐ手話言語条例」を

制定しました。 

条例制定の取組を踏まえ、「手話体験講座 IN 手話カフェ」や手話講座の拡充のほか、手話

への理解や周知の促進を図るパンフレットの作成に寄附金を活用しました。 

 

（写真）パンフレット・手話体験講座のようす 
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・はんなん健康応援プラン推進事業費 

（事業概要） 

本事業では、市民一人ひとりが健康でいきいきと暮らし続けることができるよう、保健事業

と介護予防事業を一体的に実施し、健康寿命の延伸に取り組みました。 

健康への関心が高い方だけでなく、これまで健康づくりに関わる機会の少なかった「健康無

関心層・低関心層」を含む概ね 40 歳以上の市民を対象に、健康づくりや介護予防に関する取

組を実施しました。 

また、地域における健康づくり活動や支え合い活動を支援するとともに、誰もが気軽に参加

できる集いの場の創出や健康づくりを継続できる環境整備を進めました。さらに、企業版ふる

さと納税によるご支援として、ご寄附いただいた血圧計及び体重計を、健康事業等の参加者へ

配付することで、自宅での健康管理の習慣化や健康づくりへの意識向上につなげました。 

これらの取組により、市民の健康意識の向上や介護予防の推進につながるとともに、地域住

民同士の交流や支え合いの輪を広げることができました。 

 

（写真）イベントチラシ 

 

 

 

  

 

 

 

 


